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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】誤動作によるセンターへのデータ転送を防止す
るとともに、犯罪を防止するための車両用防犯監視シス
テムを搭載した車両用情報端末装置を提供する。
【解決手段】少なくとも車両内部を撮影し、基地局と送
受信する車両用防犯監視システムを搭載した車両用情報
端末装置であって、車内の映像を常時撮影可能な映像入
力手段及び、車内の音声等を録音する音声入力手段とを
設けるとともに、映像、音声等の車内データを順次サイ
クリックで書き込む第一の記憶手段と、映像、音声等、
直近の車内データを一時的に書き込む第二の記憶手段と
からなる二つの記憶手段を設け、前記映像入力手段によ
る映像データと、前記音声入力手段による音声データを
前記第一の記憶手段に順次書き込むようにして、前記異
常検出手段により異常信号を受信したときには、前記第
二の記憶手段に記憶された車内データを通信手段によっ
て基地局に送信制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも車両内部を撮影し、基地局と送受信する車両用防犯監視システムを搭載した
車両用情報端末装置であって、
車内の乗車状況を監視し、装置を駆動させる駆動信号を発する駆動検出手段と、
車内の映像を常時撮影可能な映像入力手段と、
車内の音声等を録音する音声入力手段と、
映像、音声等の車内データを順次サイクリックで書き込む第一の記憶手段と、
映像、音声等、直近の車内データを一時的に書き込む第二の記憶手段と、
前記映像入力手段と音声入力手段は、装置本体とは別体で構成し、これらの前記映像入力
手段と音声入力手段の異常信号を検出する異常検出手段と、
車内データを基地局に送信する通信手段とを有し、
前記駆動検出手段による駆動信号を受けて装置を駆動させ、前記映像入力手段による映像
データと、前記音声入力手段による音声データを前記第一の記憶手段に順次書き込むとと
もに、前記異常検出手段により異常信号を受信して前記、第二の記憶手段に記憶された車
内データを前記通信手段によって基地局に送信制御する制御手段からなる車両用情報端末
装置。
【請求項２】
　前記異常検出手段は、衝撃センサーであり、前記映像入力手段又は前記音声入力手段に
衝撃が加わったことにより、異常信号を発することを特徴とする前記請求項１乃至２記載
の車両用情報端末装置。
【請求項３】
　前記前記異常検出手段は、前記映像入力手段又は前記音声入力手段が装置本体と別体で
構成されて情報送受信をデータ線で接続され、このデータ線が切断されたことを検出して
異常信号を発することを特徴とする前記請求項１乃至２記載の車両用情報端末装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は車両用情報端末装置に関し、特にタクシーにおける広告情報における情報端末
装置に犯罪を防止するための車両用防犯監視システムを搭載した車両用情報端末装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　車両内の監視用カメラについては、各種提案されており、特にタクシーなどの乗務員の
セキュリティ及び乗務員のマナー向上、顧客の忘れ物などのサービスに貢献している。特
に乗務員のセキュリティについては、防犯システムが知られるにつれて、犯罪の手口も巧
妙になり安全性の点で問題があった。
【０００３】
【特許文献１】特開平０４－２２４４３３号公報
【特許文献２】特開平１０－２３０８２０号公報
【特許文献３】特開２００２－２９３８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この種の技術のうち、タクシー車内の画像を撮影する技術の一例が特開平０４－２２４
４３３号公報（以下、文献１という）及び特開平１０－２３０８２０号公報（以下、文献
２という）に記載されている。
【０００５】
　文献１に記載された技術は、賃金メータに連動してタクシ－車内の画像を撮影し、撮影
画像を車内の記録装置に格納するというものである。又、文献２に記載された技術は、車
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両の盗難防止を目的に車両の周囲を監視するカメラを設置し、車内に搭載されたショック
センサに連動したもので、撮影画像を自動車電話にて自宅及び警察に転送するというもの
である。
【０００６】
　しかし、文献１記載の発明では、車内に撮影画像が保存されているだけなので、装置の
存在に気づいた被疑者が装置の破壊行為をする可能性がある為、撮影画像の安全性が十分
ではないという欠点がある。
【０００７】
　また、文献２記載の発明では、相手先の電話が一時不通又は通話中の場合、画像転送不
能あるいは送信した画像デ－タに転送エラ－が発生する場合があるという欠点がある。
【０００８】
　さらに、文献１及び２記載の発明では、画像取得の場合、乗客の動作による画像のぶれ
や周囲の明暗による画像品質の低下により、識別が困難になる場合があるという欠点があ
る。
【０００９】
　そこで特開２００２－２９３８７号公報（以下、文献３という）に示される発明は、車
内情報を確実に基地局に送信するための車両用防犯監視システム及びその監視方法が示さ
れている。
【００１０】
　この文献３における構成は、前記車両は乗客が乗車したことを検知する乗車検知手段と
、前記乗車検知手段により乗客の乗車が検知された場合に車内の状況を示す車内情報を圧
縮して基地局に送信する車内情報送信手段とを有し、前記基地局は前記車内情報送信手段
により送信された前記車内情報を受信する車内情報受信手段を有することを特徴とするも
ので、具体的には、乗客が犯罪性の高い言語を発した時に画像を撮影し送信する音声認識
機能を有する。
【００１１】
　しかしながら、実際には、犯罪性の高い言語を認識することはきわめて難易度の高い制
御で、冗談や、顧客が携帯電話などで乱暴な言葉を発しただけで、作動してしまうことが
想定される。
【００１２】
　本発明は、これらの問題を解決するために誤動作によるセンターへのデータ転送を防止
するとともに、犯罪を防止するための車両用防犯監視システムを搭載した車両用情報端末
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために請求項１に係る発明の車両用情報端末装置は、少なくとも車
両内部を撮影し、基地局と送受信する車両用防犯監視システムを搭載した車両用情報端末
装置であって、車内の映像を常時撮影可能な映像入力手段と、車内の音声等を録音する音
声入力手段と、映像、音声等の車内データを順次サイクリックで書き込む第一の記憶手段
と、動画映像、音声等、直近の車内データを一時的に書き込む第二の記憶手段とを設け、
前記映像入力手段と音声入力手段は、装置本体とは別体で構成し、さらにこれらの前記映
像入力手段と音声入力手段の異常信号を検出する異常検出手段と、車内データを基地局に
送信する通信手段とを有し、前記映像入力手段による映像データと、前記音声入力手段に
よる音声データを前記第一の記憶手段に順次書き込むとともに、前記異常検出手段により
異常信号を受信したときには、第一の記憶手段に書き込まれている直近の動画映像、音声
等、車内データを一時的に書き込み、前記第二の記憶手段に記憶された車内データを前記
通信手段によって基地局に送信制御する制御手段からなる。
【００１４】
　請求項２に係る発明は、請求項１において、前記異常検出手段が衝撃センサーであり、
前記映像入力手段又は前記音声入力手段に衝撃が加わったことにより、異常信号を発する
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ことを特徴とするものである。
【００１５】
　さらに請求項３に係る発明は、請求項１において、前記前記異常検出手段は、前記映像
入力手段又は前記音声入力手段が装置本体と別体で構成されて情報送受信をデータ線で接
続され、このデータ線が切断されたことを検出した場合にも異常信号を発することを特徴
とするものである。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の車両用情報端末装置を設置する車内を後方から見た状態を示す説明図。
【図２】本発明の車両用情報端末装置を設置する車内を側面から見た状態を示す説明図。
【図３】本発明の車両用情報端末装置を設置する車内を上面から見た状態を示す説明図。
【図４】本発明の車両用情報端末装置におけるリアディスプレイを示す説明図。
【図５】本発明の車両用情報端末装置の制御状態を示すブロック説明図。
【図６】本発明に搭載された車載報知メッセージ表示システムのフロー示す説明図。
【図７】本発明の車両用情報端末装置の制御フローを示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図1は、本発明の車両用情報端末装置を設置したタクシー１車内の状態を示すもので後
列席から見た状態である。また、図２は、本発明の車両用情報端末装置を設置したタクシ
ー車内を側面から見た状態の説明図である。さらに、図3は、本発明の車両用情報端末装
置を設置するタクシー車内を上面から見た状態の説明図である。
【００１８】
　まず、本発明の車両用情報端末装置は、少なくとも車両内部を撮影し、基地局と送受信
する車両用防犯監視システムを搭載した車両用情報端末装置であって、以下図面に従って
説明する。その構成は、車内の映像を常時撮影可能なカメラ２及び画像圧縮処理部５４か
らなる映像入力手段と、車内の音声等を録音するマイク１０及び音声処理部５６等の音声
入力手段と、映像、音声等の車内データを順次サイクリックで書き込む外部メモリ６０を
設けた第一の記憶手段と、動画映像、音声等、直近の車内データを一時的に書き込む内部
メモリからなる第二の記憶手段とを設け、前記映像入力手段と音声入力手段は、装置本体
とは別体で構成し、さらにこれらの前記映像入力手段と音声入力手段の異常信号を検出す
るカメラ破壊センサ５２やディスプレイセンサ５３などからなる異常検出手段と、車内デ
ータを基地局に送信する通信処理部６５、無線通信インタフェース６６などからなる通信
手段とを有し、前記映像入力手段による映像データと、前記音声入力手段による音声デー
タを前記第一の記憶手段に順次書き込むとともに、前記異常検出手段により異常信号を受
信したときには、外部メモリ６０の第一の記憶手段に書き込まれている直近の動画映像、
音声等、車内データを内部メモリからなる前記第二記憶手段に一時的に書き込み、前記第
二の記憶手段に記憶された車内データを前記通信手段によって基地局に送信制御する制御
手段５１から構成されてなる。
【００１９】
　本実施例において、カメラ破壊センサ５２やディスプレイセンサ５３などの異常検出手
段が衝撃センサーであり、前記映像入力手段又は前記音声入力手段に衝撃が加わったこと
により、異常信号を発してメイン処理部（制御手段）５１に緊急事態の処理を行うように
なっている。
【００２０】
　さらに他の実施例において、前記異常検出手段は、前記映像入力手段又は前記音声入力
手段が装置本体と別体で構成されて情報送受信をデータ線で接続され、このデータ線が切
断されたことを検出した場合にも異常信号を発することであってもよい。このデータ線欠
線によって、緊急事態処理が行われるように判断される。
【００２１】
　本発明の車両用情報端末装置を搭載したタクシーは、乗客にシートベルトなどの装着を
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報知するようになっており、そのメッセージ表示システムは、タクシー１内にてシートベ
ルト１５が付設された各座席（運転席のシートベルトは便宜上省略する）において、所定
の座席にて利用者の着座時に、当該利用者が視認可能としてなる表示手段として、ディス
プレイ４ａ、４ｂに、シートベルト１５ａ、１５ｂを着用を所定時間促す第１報知メッセ
ージと、シートベルト未着用を所定時間警告する第２報知メッセージの少なくとも何れか
の報知メッセージを表示するためのシステムが提供されるようになっている。
【００２２】
　本発明には、タクシーが走行しているか、停止しているかを判断し、シートベルトの着
用を二段階で表示及びメッセージを報知している。
【００２３】
　図中２は、車内を撮影するカメラがバックミラー付近に設置されており、図３に示す通
り、車内の様子がほぼ撮影（図中Ａの範囲）できるようになっている。運転席、助手席の
背面に設けられたディスプレイ４ａ、４ｂには、利用者の声を録音するマイク１０、及び
映像にともなって、必要な音声を出力するスピーカ１３が設けられている。
【００２４】
　５は、車両では周知のナビゲーションシステムである。３は、タクシーにおいては、必
須の賃走メータで、本発明における、後述する第二実施例として、走停判別手段を賃走判
別手段によって達成している。
【００２５】
　１５a、１５ｂは、シートベルトで、このシートベルトの装着状態は、周知のフックが
閉じられたかの有無で装着信号が得られるようになっている。１０は、車載データをタク
シーの管理センターに送信するアンテナである。　
【００２６】
　図５に示すように本発明の車載報知メッセージ表示システムの制御回路ブロック５０（
メッセージ表示制御手段を含む）を説明すると、メインの処理部５１には、各種の装置が
接続されており、まずカメラ２が画像処理部５４を介して接続され、ディスプレイ４ａ、
４ｂは、画像処理部５５を介して接続されている。さらにマイク１０及びスピーカ１３は
、音声処理部５６を介してそれぞれ接続されている。また、ディスプレイ４ａ、４ｂは、
タッチパネルになっており、操作ボタン１１やこのディスプレイ４ａ、４ｂの側部に各種
の状態を示すＬＥＤ１１がそれぞれ入出力制御部５７を介して接続されている。シートベ
ルト１５は、シートベルトセンサ５８を介して接続され各シートベルトの装着状態が検出
できるようになっている。
【００２７】
　一方、利用者（乗客）が座席に着座した状態は、重量センサー（図示せず）からデータ
の供給をうけ、後部席に所定の重量負荷があった時、着座の状態を判別する着座判別手段
７２がメイン処理部５１に接続されている。また、第一実施例においては、ドア開閉判別
手段（図示せず）から走行状態の信号を受け、走行しているか停止しているか判別する走
停判別手段７１が接続されている。
【００２８】
　さらに、このメイン処理部５１には、車内の映像や、音声をタクシーの管理センターと
の間でデータ交換や、タクシー表示手段（ディスプレイ４ａ、４ｂ）に前記タクシーの管
理センターや、所望の基地局から配信される広告情報や商取引情報の送受信を行う通信手
段として、テキスト処理部６４、通信処理部６５、無線通信インターフェース６６が設け
られている。データは、アンテナ１４を介して行われる。
【００２９】
　データの保存や管理は、通常、外部メモリ６０に蓄積され、メイン処理部５１に外部メ
モリインタフェース６１を介して接続されている。また、内部メモリ６２はデータ処理や
データの一時保存用として設けられてメイン処理部５１に接続されている。
【００３０】
　上記のように構成された、車載報知メッセージ表示システムにおいて、前記走停判別手
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段は、前記車両が走行しているのか停止しているのかを判別するとともに、前記着座判別
手段は、前記所定の座席の何れかに利用者が着座しているか否かを判別し、さらに前記シ
ートベルト装着検知手段は、各座席それぞれに付設されたシートベルトの装着状態を検知
し、前記メッセージ表示制御手段は以下の処理を行い、前記各報知メッセージの表示を制
御するものである。その状態を図６のメッセージ表示システムの説明図に従って説明する
。
【００３１】
　まず処理１としては、前記走停判別手段（ステップ１０１）が停止を判別した場合、前
記着座判別手段（ステップ１０２）が所定の座席にて利用者の着座（Ｙｅｓ）を判別する
と、当該判別された座席につき、前記シートベルト装着検知手段が装着状態を検知するま
で（ステップ１０３）、当該座席に対応する表示手段にて前記第１報知メッセージを表示
させる（ステップ１０４）。表示内容は、「お客様の安全のためシートベルトをお締めく
ださい。」と表示される（図４（ａ）参照）。また、この表示時間は、フロー図のステッ
プ１０１に戻って、前記シートベルト装着検知手段が装着状態（Ｙｅｓ）を検知するまで
（ステップ１０３）ループを形成し表示される。
【００３２】
　一方、処理２としては、ステップ１０１で前記走停判別手段が、走行を判断して、ステ
ップ１０６の着座判別手段では、再度利用者の着座を判別し（ステップ１０６）、当該座
席に対応する表示手段にて、前記シートベルト装着検出手段がシートベルト未装着の場合
、前記第２報知メッセージを表示させる（ステップ１０８）。このときの表示内容は、「
シートベルトが未装着です。」と表示される（図４（ｂ）参照）。また、この表示はフロ
ー図のステップ１０６に戻って、前記シートベルト装着検知手段が装着状態（Ｙｅｓ）を
検知するまで（ステップ１０７）ループを形成し表示されるが、ステップ１０９で所定時
間（設定時間であり、数秒～数分）が経過したら、表示をやめ処理を停止するようになっ
ている。
【００３３】
　第１報知メッセージ及び第２報知メッセージの表示は、必ずしも両方表示しなくてはな
らないものではなく、少なくとも一方であってもよく、それぞれのメッセージは、あらか
じめ設定された所定時間が望ましい。たとえば数秒から数分間の時間内(ステップ１０９)
で、たとえシートベルトの装着がなされなくても所定時間の限度で表示をやめる。また、
フロー図における、前記シートベルト装着検知手段が装着状態（Ｙｅｓ）を検知するまで
（ステップ１０３）及び（ステップ１０７）表示及びアナウンスされるようにコントロー
ルされている。これらの表示やアナウンスは、音声などアナウンスを伴うボリュームの大
きさにもよるが、お客様の安全を確保するという安全上のアナウンスであり、利用客がう
っとうしく思わない程度に多少ボリュームを下げていくという方法もある。
【００３４】
　このように、運転手が常に乗客である利用者にシートベルトの装着を促さずとも確実に
利用者にアナウンスされ、シートベルトの装着率を高めることができ、運転手は運転に専
念でき、安全性を高めることができる。
【００３５】
　実施例としては、前記タクシー１内にて、車内を撮影するカメラ２を設置し、乗客であ
る利用者を前記表示手段に表示可能とし、前記メッセージ表示制御手段によって、当該座
席に対応する表示手段に利用者毎の映像とともに前記第１または第２メッセージを表示さ
せるようにしている。
【００３６】
　カメラ２で撮影した映像のうち当該座席に対応する表示手段に対応する利用者を表示し
ながら、前記第１または第２メッセージを表示させることにより、表示された利用者は自
分のシートベルトが装着されていない点が問題であることを強く認識し、シートベルトの
装着率が高まる。
　さらに、タクシー内で強盗、窃盗などをもくろむ悪意の利用者が存在した場合、自分の
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映像が撮影されていることで、潜在的に犯罪を抑止する別の効果も出てくる。
【００３７】
　上記の実施例において、前記走停判別手段をドア開閉判別手段で構成し、このドア開閉
判別手段によって、前記車両における任意のドアが開いている場合、前記走停判別手段が
車両の停止を判別し、ドアが閉じている場合、前記走停判別手段が車両の走行を便宜的に
判別している。
【００３８】
　またさらに、別の実施例として、前記走停判別手段を賃走判別手段で構成し、この賃走
判別手段によって、前記タクシー内に付設されている賃走スイッチ機構と連動し、賃送ス
イッチの入り切り状態を判別し、賃送スイッチが切り状態を判別した場合、前記走停判別
手段が車両の停止を判別し、賃送スイッチが入り状態を判別した場合、前記走停判別手段
が車両の走行を判別するようになっているが、この場合は、利用者が利用していない着座
判別手段が、利用者の着座を検出していない状態、すなわち利用客を乗せていない状態は
常に賃送スイッチは、切り状態を判別しているので、便宜上、停止を判別している。タク
シーが実際に停止して、利用客が着座して初めて、図６のフローのステップ１０２から、
ステップ１０３に移り、シートベルト装着がＮＯであれば、フローのステップ１０４で「
お客様の安全のためシートベルトをお締めください。」と表示される。そして、賃送スイ
ッチが入り状態を判別した場合、フローのステップ１０１からステップ１０６を通過し、
ステップ１０７に移り、それでもシートベルト装着がＮＯであれば、「シートベルトが未
装着です。」と表示される。
【００３９】
　以後は、シートベルトが装着されるか、所定時間経過まで、表示、アナウンスが継続さ
れる。本実施例の形態において、走停判別手段をドア開閉判別手段や賃走判別手段で構成
したが、車本体の走行メータやナビゲーションシステムから得ることも可能であるが、便
宜的にドアの開閉や賃走メータなどから信号を受けることで情報の処理が軽減できシステ
ムを安価にできる。
【００４０】
　本発明の車両用情報端末装置において、車内のカメラや音声などの報知システムがある
ことを気づいた犯罪者が、車内のカメラやディスプレイ４ａ，４ｂに取り付けられたマイ
ク１０を破壊しようとし、それらに衝撃を加えたり、車内に設置されているカメラ２やマ
イク１０やディスプレイ４ａ，４ｂなどを引き剥がすなどの暴挙にも及ぶ場合がある。
【００４１】
　これらの緊急事態について図７に従って、車両用情報端末装置の車内データ処理フロー
を説明する。先ずタクシーなどの運転手は、車に乗り込み運行が開始されると初期設定（
ステップ２０１）が行われ、車内の画像・音声データが取り込まれ、第一の記憶手段にデ
ータの書き込みが開始される（ステップ２０２）。
【００４２】
　この状態で運行終了まで（ステップ２０３でＹＥＳになるまで）常時データが取り込ま
れる。車内でカメラ２マイク１０が内蔵されているディスプレイ４ａ、４ｂに衝撃が加わ
ったり、カメラ２とマイク１０が内蔵されているディスプレイ４ａ、４ｂとの装置本体５
０を接続するデータ線が切断された状態がカメラ破壊センサ５２やディスプレイセンサ５
３から異常信号として発せられるとステップ２０４でＹＥＳとなり第一記憶手段（外部メ
モリ６０）に記憶されている直近（本実施例では数分）の画像データや音声データを第二
記憶手段（内部メモリ６２）に転送し（ステップ２０５）、さらに第二記憶手段（内部メ
モリ６２）に記憶されたデータを通信処理部６５を介してセンターに送信する（ステップ
２０６）。
【００４３】
　その後は、センターとタクシーは、リアルタイムで交信できるようにモードが変わり（
ステップ２０７）、センターと運転手が交信できるようになる。そこで、異常事態がまさ
に異常なのか、単なる衝撃によるものなのかを見極め、単なる衝撃による異常の場合には
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、運転手はリセットボタン（図示せず）を押し、安全を確認しＹＥＳされるとステップ２
０２に戻り、通常状態に戻る。
【００４４】
　ステップ２０８で安全確認ができない場合、事故の場合は、センタと運転手は、お互い
に交信しながら事故処理が行える。また、犯罪などが発生した異常事態の場合、センター
は異常事態をロックし、交信状態を継続し、運転手と交信したり、犯罪者と交信し、緊急
事態処理を行う（ステップ２０９）。
【００４５】
　上記の実施例において、第一記憶手段を外部メモリ６０にし、第二記憶手段を内部メモ
リ６２としたが、回路設計上第一記憶手段を内部メモリ６２にし、第二記憶手段を外部メ
モリ６０にして、常時データを書き込むメモリを逆にしても良い。このようにすることに
より事故や犯罪性の高いデータを一時待避させ、素早くセンターに送信することができる
。
【００４６】
　以上、本発明によれば、運転手は、運転に専念し、窃盗や強盗などの緊急事態が発生し
ても確実にデータがセンターに転送され、運転手の安全性を高めることができ産業上有益
な運営ができる。
【符号の説明】
【００４７】
１・・・タクシー
２・・・カメラ
３・・・賃走メータ
４ａ、４ｂ・・・ディスプレイ
５・・・ナビゲーションシステム
１０・・・マイク
１３・・・スピーカ
１４・・・アンテナ
１５ａ、１５ｂ・・・シートベルト
５２・・・カメラ破壊センサ
５３・・・ディスプレイセンサ
６０・・・外部メモリ
６２・・・内部メモリ
７１・・・走停判別手段
７２・・・着座判別手段
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